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「健康第一で」

審査員からのエッセイをお楽しみください。

　日頃、審査を担当させていただいてお

りますお客様にはお世話になり、またご

協力いただきありがとうございます。

　小生、情報処理系が専門分野のため、

主にISMSの審査を担当させていただいて

おり、時折QMSとの統合審査も担当して

います。ISMSはQMS、EMSと異なり附属

書Aに「管理策」があり、この管理策の理解と組織への適用に2005年版の時から苦戦続きでした。この管理策

の取扱いは難しく、コンサルティングにならないように注意しながら組織の理解と納得が得られるように努めています。新たにISMSを導入

される組織様を担当することになった節には、このスタンスを変えることなく審査をしていく所存で、皆様のご理解とご協力をお願いします。

　私の健康法は、太腿を地面と平行になるように膝を曲げて7秒間静止する「静止スクワット」が有効で、これを1日5セット行い、基礎代

謝量を増やしダイエットする方法です。これからも健康第一にしながら、審査活動を続けますので、よろしくお願いいたします。

　地球温暖化の被害は年々過酷になり、世界

の企業は二酸化炭素の排出抑制と被災リスク

の対応に取組み始めています。その様な中で

金融安定理事会の下に設立された｢気候関連

財務情報開示タスクフォース(TCFD)｣は2017年

に最終報告としてガイドラインを提言しました。

■ 「TCFD 提言」 とは「TCFD 提言」 とは

　付表に示す4項目の情報開示が要求されて

います｡それらは気候変動の影響によるリスクと

機会を事業戦略へ展開し、財務上の影響も把

握可能な仕組みです。気候変動リスクは以下

の2種類が記載されます。

・物理的リスク:気温上昇など慢性的に増大す慢性的に増大す

　るリスク　るリスクと洪水など突発的リスク突発的リスク

・移行リスク：排出削減への不対応や新技術へ

　の対応遅れにより利害関係者の懸念が増加

　する低炭素社会への移行リスク移行リスク

　気候変動による機会機会は気候変動の緩和適応

による経営改革の成果として現れ、「資源の効

率的使用」「エネルギー源の多様化」「改良製

品の上市」等で、これらをまとめてレジリエンスレジリエンス

（強靭化）（強靭化）の向上を得ます。

■ シナリオ分析シナリオ分析

　シナリオ分析とは将来の気温上昇が自組織に

もたらすリスクと機会を予測

し、それに基づいて対応策

や戦略を策定することです。

TCFDは付表の「戦略」の

策定の際に、1.5℃に抑え1.5℃に抑え

るシナリオを含む2つ以上るシナリオを含む2つ以上

のシナリオのシナリオで実施すること

を求めています。

　今後の気候変動は今世

紀半ばまでは増大が続く

予想ですので､安易な予測は避け､国連気候変

動政府間パネル(IPCC)のシナリオを参照する

べきでしょう。2021-2022年に発表されたIPCCIPCC

第6次報告第6次報告に1.5℃目標に対応する「SSP1-1.9」「SSP1-1.9」、

3～4℃上昇に対応する｢SSP3-7.0｣｢SSP3-7.0｣のシナリオ

が載っているので利用できます。時間軸につい

ては2030年と2050年を設定すると良いでしょう。

■ TCFD提言の主流化TCFD提言の主流化

　組織の環境･社会的責任活動(ESG)の開示

の枠組みを提供しているCDP､GRI､IIRC等の

国際機関はTCFD提言に従うことを明言してい

るので、気候変動関係の活動情報の開示は

TCFD提言の様式に統一されるのは確実です。

　日本政府の対応も早く、2018年には環境省

と経産省がTCFD提言に賛同を表明し、国内

向けのガイダンスも策定しています。更に､民

間の動きも活発で2019年には｢TCFDコンソー

シアム｣が設立されています。また、東京証券

取引所はプライム市場に上場している企業に

TCFD提言と同等の情報開示を求めていること

からもTCFD提言による情報開示の広がりは進

むように思われます。

　最後に、TCFD提言による情報開示、特に二

酸化炭素の排出量や削減量等はサプライ

チェーンにも及ぶこと、従って部材･部品供給

者(上流)からの情報確認と納品先顧客(下流)

からの調査依頼もあり得ることを覚えておくべき

でしょう。

環境主任審査員 郷古 宣昭 Nobuaki Goko

連載「環境とISO14001」

審査員リレーエッセイ

「TCFD提言による気候関連報告」

付表
TCFD 提言の4要素

ガバナンス

戦　略

リスク管理

指標と目標

気候関連リスク・機会に関する組織のガバナンス
（取締役会による監視体制、経営者の役割）

気候関連リスク・機会
（短・中・長期リスクと機会、事業・戦略・財務計画への影響）

（2℃以下を含むシナリオ分析による戦略のレジリエンス）

気候関連リスクの選別・管理・評価
（気候リスクの選別・管理・評価プロセス）

（気候リスク管理プロセスの組織総合リスク管理プロセスへの統合）

気候関連リスク・機会の評価・管理の指標・目標・実績
（使用燃料、使用電力、供給者からの温室効果ガス）


